
25 広報ながはま　2013年４月 広報ながはま　2013年４月 24

湖
北
に
春
を
告
げ
る
長
浜
曳
山
祭

の
始
ま
り
は
、
秀
吉
が
長
浜
城
主
で

あ
っ
た
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
萌
芽
は
八
幡
宮
が
長
浜
に

祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
延
久
元
年

（
１
０
６
９
）
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
現
在
の
長
刀
組
の
太
刀
渡

り
行
列
が
当
時
の
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
現
在
見
ら
れ
る

曳
山
や
祭
の
形
が
整
う
の
は
江
戸
時

代
中
期
以
降
で
す
か
ら
随
分
長
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

祭
は
４
月
９
日
か
ら
17
日
で
す
。

４
月
９
日
は
線
香
番
や
裸
参
り
が
行

わ
れ
、
稽
古
を
初
め
て
公
開
す
る
日

で
す
。
昔
は
40
分
と
い
う
時
間
を
線

香
で
計
っ
た
の
で
こ
の
呼
び
方
が
残

っ
て
い
ま
す
。

裸
参
り
は
祭
り
に
出
る
山
組
の
若

衆
た
ち
が
祭
り
の
無
事
、
役
者
の
健

康
を
祈
っ
て
12
日
ま
で
祈
願
し
ま

す
。
12
日
深
夜
に
は
「
起
こ
し
大
皷
」

と
い
っ
て
山
組
の
若
衆
が
囃
子

し
ゃ
ぎ
り

屋
台

を
曳
い
て
各
町
内
の
関
係
者
を
起
こ

し
て
廻
り
ま
す
。

朝
に
な
る
と
「
御ご

幣へ
い

迎
え
」
で
す
。

13
の
山
組
が
神
の
依
り
代
で
あ
る
御

幣
を
戴
き
に
八
幡
宮
へ
向
か
い
ま

す
。
午
前
中
に
は
八
幡
宮
の
神
輿
が

御
旅
所
に
渡
り
、
午
後
か
ら
は
奉
納

の
順
番
籤く

じ

を
引
く
「
籤く

じ

取
り
式
」
を

行
い
ま
す
。
壱
番
を
引
き
当
て
た
山

は
、
三
番
叟
の
舞
を
奉
納
す
る
の
が

決
ま
り
で
す
。

そ
し
て
14
日
午
後
１
時
、
華
麗
に

飾
ら
れ
た
各
曳
山
は
「
よ
い
さ
ー
よ

い
さ
ー
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
八
幡

宮
へ
と
登
っ
て
い
き
ま
す
。
午
後
７

時
、
子
ど
も
役
者
は
演
じ
る
姿
で
八

幡
宮
か
ら
自
町
へ
帰
り
ま
す
。
提
灯

を
先
頭
に
ゆ
っ
く
り
と
進
む
様
は
ま

さ
に
千
両
役
者
。

翌
15
日
の
本
日
を
迎
え
る
と
早
朝

か
ら
祭
の
皮
切
り
と
言
う
べ
き

長
刀
組

な
ぎ
な
た
ぐ
み

の
太
刀

た

ち

渡わ
た

り
で
す
。
勇
ま
し

い
鎧

よ
ろ
い

に
太
刀
を
束
ね
た
子
ど
も
た

ち
、
そ
の
先
頭
に
は
尻
を
ま
く
っ
た

褌
ふ
ん
ど
し

姿
の
警
護
の
力
士
が
。
八
幡
宮

に
到
着
す
る
と
翁
招

お
き
な
ま
ね

き
と
呼
ば
れ
る

埒ら
ち

開あ

け
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
め
で
た

い
三
番
叟
、
そ
し
て
華
麗
な
名
演
、

狂
言
（
子
ど
も
歌
舞
伎
と
も
）
が
一

番
山
か
ら
四
番
山
ま
で
奉
納
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
曳
山
は
市
街
地
へ
移

り
道
中
の
辻
々
で
狂
言
を
上
演
し
、

最
後
の
お
旅
所
で
の
奉
納
が
終
わ
る

と
、
神
輿
は
八
幡
宮
へ
と
帰
り
ま
す
。

そ
の
後
、
長
刀
山
を
先
頭
に
曳
山
は

夜
更
け
の
街
を
各
山
組
へ
と
帰
っ
て

行
く
の
で
す
。

駆
け
足
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
長
浜
の
誇
り
と
い
う
べ
き
祭
礼

行
事
の
内
容
は
日
本
人
の
文
化
を
色

濃
く
残
し
、
大
変
貴
重
だ
と
評
価
さ

れ
、
昭
和
54
年
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
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シリーズ/

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、438件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成24年６月１日現在

国指定重要無形民俗文化財
長浜曳山祭の曳山行事

昭和54年２月３日指定

■問
長
浜
曳
山
博
物
館

（
7
６
５
―
３
３
０
０
）

▲長浜八幡宮での子ども歌舞伎

▲裸参り

▲夕渡り

▲太刀渡り

三
番
叟
役
者
を
決
め
る
矢
籤
の
神
事

が
、
長
浜
八
幡
宮
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

役
者
を
希
望
す
る
３
人
が
く
じ
を
引

き
、
昨
年
に
引
き
続
き
応
募
し
た
福
沢

亮
真
く
ん
が
、
先
端
に
赤
い
し
る
し
の

つ
い
た
当
た
り
く
じ
（
矢
）
を
引
き
当

て
ま
し
た
。

今
年
の
曳
山
祭
で
、
子
ど
も
歌
舞
伎

の
始
ま
り
に
、
一
番
山
の
舞
台
で
三
番

叟
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
福
沢
く
ん

は
、「
こ
れ
か
ら
練
習
を
頑
張
っ
て
、
い

い
舞
を
見
せ
た
い
。
化
粧
し
て
舞
台
に

立
つ
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
大
役
に
緊

張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
決
意
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
三
番
叟
は

福
沢
亮
真
く
ん

(

長
浜
小
４
年
・
公
園
町)

フ
ォ
ト
サ
イ
ト

作
品
募
集

４
月
６
日
〜
17
日
に
撮
影
さ
れ
た
、

長
浜
曳
山
祭
の
写
真
と
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
題
材
　
平
成
25
年
度

長
浜
曳
山
祭

▼
対
象
　
　
　
ど
な
た
で
も

▼
募
集
期
間
　
４
月
６
日(

土)

〜

５
月
６
日(

月
・
祝)

▼
賞
　
金
賞
　
賞
金
５
万
円

銀
・
銅
賞
　
地
域
特
産
品

＊
応
募
は
す
べ
て
サ
イ
ト
上
か
ら
と
な

り
ま
す
。
メ
ー
ル
や
直
接
送
付
な
ど

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
浜
曳
山

祭
フ
ォ
ト
サ
イ
ト
へ
。
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■問
長
浜
曳
山
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
事
務
局
〈
長
浜
観
光

協
会
内
〉（
7
６
５
―
６
５
２
１
）

■
線
香
番

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
稽
古
場
〉

■
裸
参
り

20
時
頃
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〜

豊
国
神
社
〜
山
組
町
内
〉

■
御
幣
迎
え

７
時

〈
長
濱
八
幡
宮>

■
神
輿
渡
御

10
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
御
旅
所
〉

■
籤く

じ

取
り
式

13
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
町
内
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

午
前
中

〈
各
山
組
町
内
〉

■
登
り
山

昼
過
ぎ
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
夕
渡
り

19
時
か
ら

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
一
八
屋
辻
〉

■
朝
渡
り
　
８
時
頃

〈
各
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
太
刀
渡
り
・
翁
招
き

９
時
過
ぎ

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

９
時
55
分

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
神
輿
還
御

21
時
頃

〈
御
旅
所
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
戻
り
山

神
輿
還
御
の
後

〈
御
旅
所
〜
山
組
町
内
〉

■
後
宴
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）
昼
夜

〈
各
山
組
町
内
〉

■
観
劇
会

10
時
55
分
か
ら

〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
〉

■
御
幣
返
し

８
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

13日
(土)

９日
(火))

17日
(水)

14日
(日）

16日
(火)

15日
(月)

9～12日
(火)～(金)

今年の出番山と子ども歌舞伎の外題

萬歳樓
ばんざいろう

（瀬田
せ た

町組
まちぐみ

）壺坂霊験
つぼさかれいげん

記
き

翁山
おきなざん

（伊部町組
いべちょうぐみ

） 一谷嫩軍
いちのたにふたばぐん

記
き

熊谷
くまがい

陣
じん

屋
や

孔雀山
くじゃくざん

(神戸町組
ごうどまちぐみ

）義経千本桜
よしつねせんぼんざくら

道行
みちゆき

初
はつ

音
ね

の旅
たび

常磐山
ときわざ ん

（呉服町組
ごふくちょうぐみ

）源平布引
げんぺいぬのびき

の滝
たき

実盛物語
さねもりものがたり

曳
山
祭
の
主
な
行
事

御旅所 

御旅所 

駅前通り 

札
の
辻
例
席 

米
嘉
例
席 

一
八
屋
例
席 

金
屋
例
席 

県
道
長
浜
近
江
線 

（
旧
国
道
八
号
線
） 

曳山博物館 
 

オルゴール堂 
 

フィギュアミュージアム 

鮒
熊
例
席 

八
　

幡
　

宮 

16:05 
17:20 
18:30 
19:40

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線 

北 

黒壁ガラス館 

八幡宮 
 ９:55 
11:10 
12:20 
13:30

鮒熊例席 
←── 
←── 
14:20 
←── 

金屋例席 
←── 
13:25 
←── 
15:30

一八屋例席 
12:10 
←── 
16:20 
←── 

米嘉例席 
←── 
15:25 
←── 
17:30

札の辻例席 
14:10 
←── 
←── 
←── 

長
浜
駅 

■本日(15日)の子ども歌舞伎開演場所

昨
年
の
曳
山
祭
か
ら

春爛漫

長浜曳山祭
４月９日(火)～17日(水)

子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

４月16日（火）に長浜文化芸
術会館で演じられる子ども歌
舞伎を１番山から４番山まで
ゆっくりと鑑賞できます。
【料金】2,000円／人

■問観光振興課(7６５－６５２１)


